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団結ガンバロウを三唱する代議員

あ
い
さ
つ
す
る
新
執
行
部

あ
い
さ
つ
す
る
小
田
川
全
労
連
議
長

議　

長

副

議

長

同同同

事
務
局
長

事
務
局
次
長

幹　

事

同同同同同同同同同同同

特
別
幹
事

会
計
監
査

同

17年度役員体制 ～よろしくお願いします～

奥
村　

榮
（
私
教
連
・
再
）

今　

正
則
（
幹
事
会
・
再
）

石
田
英
仁
（
県
国
公
・
新
）

田
村
儀
則
（
高
教
組
・
再
）

柳
谷
政
志
（
東
青
労
連
・
再
）

檜
山
康
博
（
幹
事
会
・
再
）

工
藤
詔
隆
（
医
労
連
・
再
）

宮
永
崇
史
（
弘
大
職
組
・
新
）

鎌
田
貞
孝
（
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
・
再
）

工
藤
正
秋
（
コ
ー
プ
あ
お
も
り
労
組
・
再
）

和
田　

力
（
県
教
組
・
新
）

相
馬
貴
之
（
中
弘
南
黒
地
区
労
連
・
新
）

佐
藤　

武
（
下
北
地
区
労
連
・
再
）

高
橋
保
文
（
自
治
労
連
・
再
）

千
代
谷
邦
弘
（
年
金
者
組
合
・
再
）

原
子
則
光
（
上
十
三
地
労
連
・
再
）

有
馬
弘
樹
（
県
国
公
・
新
）

水
島
康
雄
（
西
北
五
地
区
労
連
・
再
）

山
田
優
一
（
三
八
地
労
連
・
再
）

田
中
清
治
（
幹
事
会
・
再
）

井
筒
信
之
（
医
労
連
・
再
）

菅
原　

淳
（
県
国
公
・
再
）

秋
の
臨
時
国
会
で
は
、労
働
法

制
の
改
悪
が
狙
わ
れ
て
い
る
。

一
昨
年
４
月
に
国
会
提
出
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
一
度
も
審
議
さ
れ
て

い
な
い
労
働
基
準
法
「
改
正
」

案
は
、「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
（
高
プ
ロ
）」の
創
設

と
裁
量
労
働
制
の
規
制
緩
和
が

含
ま
れ
て
い
る
。高
プ
ロ
は
、年

収
１
０
７
５
万
円
以
上
の
専
門

職
の
労
働
者
を
、労
働
時
間
規

制
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
も
の

で
、残
業
し
て
も
残
業
代
を
支

払
わ
な
い
た
め
「
残
業
代
ゼ
ロ

法
」と
も
言
わ
れ
て
い
る
。財
界

は
、年
収
要
件
を
４
０
０
万
円

ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
を
要
求

し
、塩
崎
厚
労
大
臣
（
当
時
）

は
財
界
と
の
交
流
会
で
「
小
さ

く
生
ん
で
大
き
く
育
て
る
の

で
、ぐ
っ
と
我
慢
し
て
通
し
て

欲
し
い
」と
語
っ
て
い
る
。高
プ

ロ
は
、第
一
次
安
倍
政
権
が
導

入
を
目
指
し
た
「
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
」

と
同
じ
も
の
で
、そ
の
時
は
国

民
批
判
が
高
ま
り
廃
案
と
な
っ

て
い
る
。７
月
に
、連
合
幹
部

が
「
残
業
代
ゼ
ロ
法
」容
認
の

姿
勢
を
示
し
た
が
、内
外
の
反

対
意
見
の
高
ま
り
で
、安
倍
首

相
と
の
合
意
寸
前
で
取
り
や
め

た
経
緯
が
あ
る
。一
方
、「
働
き

方
改
革
実
現
会
議
」が
取
り
ま

と
め
た
、「
ウ
ソ
」と
「
ゴ
マ
カ

シ
」の
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。時
間

外
労
働
の
上
限
を
年
間
９
６
０

時
間
、月
平
均
80
時
間
、単
月
で

は
１
０
０
時
間
未
満
と
し
て
い

る
が
、こ
れ
で
は
長
時
間
労
働

に
お
墨
付
き
を
与
え
る
も
の
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
（
檜
山
）

　

青
森
県
労
連
は
８
月
27
日
、

青
森
市
で
第
29
回
定
期
大
会
を

開
催
、
執
行
部
・
代
議
員
・
傍

聴
者
を
含
め
て
69
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
大
会
で
は
全
労
連
の

小
田
川
義
和
議
長
、
日
本
共
産

改
憲
や
「
森
友
」
「
加
計
」
問

題
、
労
働
法
制
改
悪
の
策
動
を

批
判
、
野
党
と
市
民
の
共
同

で
、
安
倍
政
権
退
陣
、
解
散
・

総
選
挙
で
勝
利
し
よ
う

と
訴
え
ま
し
た
。
檜
山

事
務
局
長
は
運
動
方
針

案
を
提
案
、
改
憲
阻

止
、
労
働
法
制
改
悪
反

対
、
最
賃
の
大
幅
引
き

あ
げ
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
署

名
な
ど
の
課
題
を
挙

げ
、
組
織
の
拡
大
・
強

化
を
訴
え
ま
し
た
。
ま

た
、
県
労
連
の
継
続
的

な
運
動
を
保
障
す
る
た

め
の
財
政
の
確
立
は
急

務
で
あ
る
と
強
調
し
ま

し
た
。

党
県
委
員
会
の
斉
藤
美
緒
書
記

長
、
社
民
党
県
連
の
三
上
武
志

代
表
が
連
帯
の
挨
拶
、
民
進
党

を
含
む
13
団
体
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

奥
村
議
長
は
、
安
倍
首
相
の

　

16
名
が
方
針
案
を
補
強
す
る

立
場
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
大
会
は
奥
村
議
長
と
檜
山

事
務
局
長
の
再
任
、
新
た
に
５

人
の
役
員
を
含
む
新
執
行
部
を

選
出
し
ま
し
た
。
大
会
宣
言
と

「
戦
争
法
・
共
謀
罪
法
廃
止
、

憲
法
改
悪
阻
止
と
安
倍
政
権
打

倒
を
め
ざ
す
」
大
会
決
議
を
採

択
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
発
言

蒔
苗
代
議
員
（
私
教
連
）

　

東
奥
学
園
教
職
員
組
合
が
2

年
前
に
生
徒
減
を
理
由
に
し
た

賃
金
削
減
に
反
対
す
る
訴
訟
の

支
援
の
訴
え
（
３
年
間
で
最
大

１
０
０
万
円
削
減
）

内
山
代
議
員
（
医
労
連
）

　

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
の

時
間
外
手
当
の
不
払
い
の
調
停

に
よ
る
の
た
た
か
い
と
賃
金
学

習
会
の
開
催
。

伊
藤
代
議
員
（
県
国
公
）

　

人
事
院
勧
告
の
４
年
連
続
賃

金
引
上
げ
、
退
職
金
削
減
、
社

保
庁
解
雇
撤
回
、
国
家
公
務
員

賃
下
げ
違
憲
訴
訟
。

和
田
代
議
員
（
県
教
組
）

　

県
人
事
委
員
会
勧
告
の
国
よ

り
低
い
一
時
金
の
引
き
上
げ

（
東
北
最
低
）
、
全
市
町
村
を

対
象
に
し
た
教
育
キ
ャ
ラ
バ
ン

と
就
学
援
助
金
の
拡
大
。

秋
元
代
議
員
（
医
労
連
）

　

国
立
病
院
の
介
護
職
員
の
３

交
代
勤
務
の
導
入
に
伴
う
介
護

手
当
の
新
設
と
看
護
師
並
み
の

手
当
の
引
き
上
げ
。

中
屋
敷
代
議
員
（
三
八
地
労

連
）

　

三
沢
で
の
日
本
平
和
大
会
の

取
組
み
、
舘
鼻
岸
壁
の
朝
市
で

の
ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名
、
市
営
バ

ス
労
組
の
一
時
金
１
・
４
か
月

の
獲
得
。

片
桐
代
議
員
（
高
教
組
）

　

働
く
高
校
生
の
過
酷
な
勤
務

実
態
、
県
内
へ
の
就
職
の
困

難
、
高
い
授
業
料
の
た
め
の
大

学
進
学
の
困
難
さ
と
給
付
型
奨

学
金
の
拡
充
。

高
橋
代
議
員
（
ひ
だ
ま
り
）

　

市
民
と
野
党
共
闘
で
政
治
の

革
新
を
目
指
す
労
働
組
合
の
た

た
か
い
の
重
要
性
、
共
産
党
排

除
の
克
服
を
。

宮
永
代
議
員
（
弘
大
職
組
）

　

国
立
大
学
法
人
化
後
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
強
化
、
研
究
費
の
大

幅
削
減
、
防
衛
省
の
研
究
費
補

助
の
拡
大
。
弘
大
職
組
結
成
50

周
年
記
念
事
業
。

逢
坂
代
議
員
（
高
教
組
）

　

長
時
間
労
働
の
実
態
、
今
年

度
か
ら
の
時
間
管
理
の
実
施
、

組
織
の
純
増
達
成
、
臨
時
教
職

員
の
正
職
員
並
み
の
年
休
繰
越

し
の
獲
得
と
賃
金
な
ど
の
待
遇

改
善
。

宮
崎
代
議
員
（
福
保
労
）

 安倍政権打倒！
改憲・労働法制改悪阻止！

　

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
（
弘
前

市
）
の
保
育
士
の
解
雇
撤
回
の

た
た
か
い
で
の
身
分
保
全
の
仮

処
分
の
勝
利
と
地
裁
で
の
た
た

か
い
。

渡
部
代
議
員
（
県
教
組
）

　

「
教
師
の
た
め
の
科
学
教

育
講
座
」
に
参
加
、
東
電
第

一
原
発
を
視
察
、
取
り
返
し

の
で
き
な
い
苛
酷
原
発
事
故

の
恐
ろ
し
さ
、
原
発
再
稼
働

反
対
の
取
組
み
。

佐
藤
幹
事
（
中
弘
南
黒
地
区

労
連
）

　

カ
ン
パ
に
よ
る
宣
伝
カ
ー

の
購
入
、
１
年
間
の
地
区
労

連
の
活
動
と
世
代
交
代
の
重

要
性
、
衆
院
４
区
の
補
欠
選

挙
の
取
組
み
。

柳
谷
副
議
長
（
東
青
労
連
）

　

全
労
連
が
提
起
し
て
い
る
改

憲
阻
止
と
労
働
法
制
改
悪
反

対
、
安
倍
政
権
打
倒
の
た
た
か

い
。
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第322回
まちがい
さがし

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル

で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、
組

合
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
お
よ
せ

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

●
締
切
＝
10
月
15
日

●
発
表
＝
11
月
号

●
宛
先
＝
０
３
０
―
０
８
５
２

青
森
市
大
野
字
若
宮
１
６
５
―

１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄

外
に
表
記
。
「
第
322
回
ま
ち
が

い
さ
が
し
」
係
り
ま
で
。

第
320
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
①
左
の
女
性
の
水

着
②
右
の
男
性
の
タ
オ
ル
③

カ
ニ
④
島
⑤
ボ
ー
ル
⑥
浮
き

輪
⑦
タ
オ
ル

《
当
選
者
》
14
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。

細
川
弘
彦
（
年

金
者
組
合
）
、

長
内
一
（
建
交

労
）
、
都
谷
森

孝
子
（
年
金
者

組
合
）
、
伊
藤

和
夫
（
年
金
者

組
合
）
、
長
内

幸
子
（
建
交
労

家
族
）

全労連共済

 
県労連新聞に掲載する際は 
８０％に縮小してご使用ください。 

生命・医療・火災・自動車・・・

労働組合の助け合い共済。

民間保険と違い、営利目的ではない。

だから、「小さな掛金」で「大きな保障」が実現。

問い合わせは県労連に ☎

使
用
者
側
委
員
５
人
が
反
対
、

労
働
者
側
委
員
及
び
公
益
委
員

全
員
が
賛
成
し
、
７
３
８
円

（
22
円
引
き
上
げ
）

と
す
る
答
申
を
決
定

し
ま
し
た
。
青
森
県

労
連
が
昨
年
実
施
し

た
最
低
生
計
費
調

査
で
は
、
青
森
市

で
一
人
暮
ら
し
す

る
た
め
に
は
、
月

１
７
３
・
８
時
間
換

算
で
時
給
１
２
４
３

円
が
必
要
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
県
労

連
は
「
い
ま
す
ぐ

１
０
０
０
円
、
そ
し

定
期
大
会

医労連

　

８
月
10
日
、
青
森
地
方
最
低

賃
金
審
議
会
は
今
年
の
審
議
結

果
を
と
り
ま
と
め
、
青
森
労
働

局
長
に
答
申
し
ま
し
た
。
審
議

会
で
は
、
最
低
賃
金
専
門
部
会

か
ら
報
告
が
あ
り
、
労
働
者
側

は
「
最
低
８
０
０
円
に
向
け
段

階
的
に
引
き
上
げ
」
を
主
張
、

使
用
者
側
は
「
支
払
い
能
力
の

考
慮
」
を
主
張
し
金
額
合
意
に

至
ら
ず
、
賛
成
多
数
に
よ
り
決

定
し
た
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
専
門
部
会
の
決
定
は
、
中

央
最
低
賃
金
審
議
会
の
示
し
た

７
３
８
円
（
22
円
引
き
上
げ
）

と
す
る
も
の
で
し
た
。
報
告
を

受
け
、
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

大
間
原
発
反
対
現
地
集
会

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ズ
ッ
ク

や
ズ
ボ
ン
が
ず
ぶ
ぬ
れ
で
し
た

が
、
デ
モ
行
進
は
気
持
ち
が
良

か
っ
た
で
す
。
一
人
の
お
ば
あ

さ
ん
が
玄
関
先
で
何
度
も
頭
を

下
げ
て
い
ま
し
た
。
（
久
保
田

栄
美
・
県
教
組
）

﹁
ね
ぶ
た
﹂
を
見
ま
し
た
�

２
日
に
観
る
の
は
何
年
ぶ
り

か
？
大
型
ね
ぶ
た
の
数
は
少
な

か
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
可

愛
い
姿
に
う
る
う
る
・
・
。
町

内
会
や
幼
稚
園
の
方
た
ち
の
頑

張
り
が
目
に
浮
か
び
ま
し
た
。

（
長
内
幸
子
・
建
交
労
家
族
）

旭
山
動
物
園

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
猛
暑
で

動
物
も
グ
ッ
タ
リ
で
し
た
。
修

学
旅
行
生
と
中
国
旅
行
客
が
目

立
ち
ま
し
た
。
偶
然
、
市
内
の

知
人
に
遭
遇
し
ビ
ッ
ク
リ
ポ
ン

で
し
た
。
（
伊
藤
和
夫
・
年
金

者
組
合
）

ま
つ
り
が
お
わ
り

季
節
は
す
で
に
秋
で
す
ね
。
季

節
の
う
つ
り
か
わ
り
が
早
く
感

じ
ら
れ
ま
す
。
（
今
晴
美
・
ひ

だ
ま
り
）

今
年
も
ね
ぶ
た

が
や
っ
て
き
た
。
昨
年
と
変
わ

っ
た
の
は
孫
が
遠
方
に
行
っ
た

の
で
自
宅
で
遠
い
所
か
ら
タ
イ

コ
の
音
だ
け
き
い
て
い
る
。

（
千
葉
美
千
代
・
年
金
者
組

合
）

毎
週
土
曜
日

に
出
か
け
て
い
る
十
和
田
東
ク

リ
ニ
ッ
ク
。
早
朝
か
ら
雷
雨
が

す
ご
か
っ
た
の
で
す
が
手
作
り

弁
当
持
参
で
バ
ス
に
乗
り
ま
し

た
。
途
中
何
が
あ
っ
て
も
こ
の

仲
間
と
運
命
を
共
に
す
る
の
で

あ
れ
ば
〝
ま
あ
い
い
か
ー
〞

と
。
で
も
無
事
に
帰
宅
。
早
速

ペ
ン
を
と
り
ま
し
た
。
（
都
谷

森
孝
子
・
年
金
者
組
合
）

以
前
﹁
糸
で
ん
わ
﹂

で
４
キ
ロ
の
減
量
を
絶
対
に
達

成
し
て
や
る
！
と
宣
言
し
た

が
、
結
果
は
１
キ
ロ
減
に
終
わ

っ
て
し
ま
っ
た
。
原
因
は
晩
酌

で
あ
る
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て

い
る
。
誘
惑
に
負
け
て
し
ま
う

の
の
も
か
わ
い
い
個
性
だ
と
思

い
、
長
い
ス
パ
ン
で
挑
戦
を
続

け
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

（
中
道
博
章
・
年
金
者
組
合
）

　

８
月
15
日
、
県
労
連
や
県
九

条
の
会
な
ど
の
12
団
体
は
、

「
共
謀
罪
法
廃
止
！
憲
法
改
悪

反
対
！
青
森
平
和
集
会
」
を
青

森
市
の
青
い
森
公
園
で
開
催

し
、
青
森
市
民
な
ど
１
３
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
主
催
者
を

代
表
し
て
県
九
条
の
会
の
金
澤

茂
共
同
代
表
は
、
「
憲
法
９
条

の
下
、
平
和
実
現
に
向
け
て
積

極
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
日
本

の
使
命
」
「
私
た
ち
は
、
参
議

院
選
挙
以
上
に
野
党
と
市
民
の

共
闘
を
強
固
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
」
「
全
国
の
人
々
と

手
を
携
え
、
憲
法
改
悪
阻
止
、

安
倍
政
権
退
陣
へ
た
た
か
い
抜

こ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
参
加

者
を
代
表
し
て
、
日
本
共
産
党

の
高
橋
千
鶴
子
衆
議
院
議
員
、

7/10の青森駅前の座りこみ

最
賃
７
３
８
円
に

生
活
で
き
る
賃
金
を

改
憲
阻
止
、
戦
争
法
・

共
謀
罪
法
廃
止
！

て
１
５
０
０
円
」
の
要
求
を
掲

げ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
の
政
労
使
合
意
で

は
、
「
で
き
る
限
り
早
期
に
全

国
最
低
８
０
０
円
を
確
保
し
、

景
気
状
況
に
配
慮
し
つ
つ
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
全
国
平
均

１
０
０
０
円
を
目
指
す
」
と
し

１
２
０
名
が
参
加
し
た
青
森
集
会

社
民
党
青
森
県
連
合
の
三

上
武
志
代
表
、
民
進
党
の

升
田
世
喜
男
衆
議
院
議
員

の
三
氏
が
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
高
橋
さ
ん
は
、
核

兵
器
禁
止
条
約
の
成
立
に

よ
り
、
世
界
中
の
関
心
が

高
ま
る
中
、
唯
一
の
被
爆

国
日
本
の
首
相
で
あ
り
な

が
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
追
随

す
る
安
倍
政
権
を
痛
烈
に

批
判
、
市
民
と
野
党
の
共

　

青
森
県
医
労
連
は
８
月
30

日
、
第
59
回
定
期
大
会
を
観
光

物
産
館
ア
ス
パ
ム
で
開
催
し
、

代
議
員
・
役
員
な
ど
55
名
の
参

加
で
活
発
な
討
論
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
県
労
連

檜
山
事
務
局
長
よ
り
挨
拶
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
青
森
年
金
裁

判
と
、
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判

へ
の
支
援
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま

し
た
。
大
会
で
は
、
安
全
で
安

心
で
き
る
医
療
・
介
護
実
現
と

や
り
が
い
を
持
ち
笑
顔
で
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
、
８

時
間
働
い
た
ら
ま
と
も
に
暮
ら

せ
る
賃
金
・
労
働
条
件
の
確

立
、
生
存
権
を
全
面
に
掲
げ
て

の
社
会
保
障
闘
争
、
共
謀
罪

法
・
戦
争
法
廃
止
や
沖
縄
新
基

地
建
設
阻
止
の
た
た
か
い
、
総

選
挙
も
視
野
に
入
れ
た
市
民
と

野
党
と
の
共
同
、
職
場
・
地
域

で
の
要
求
闘
争
と
学
習
を
基
礎

と
し
た
組
織
の
強
化
・
拡
大
な

ど
、
加
盟
各
組
織
か
ら
貴
重
な

取
り
組
み
の
経
験
や
成
果
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
和

の
も
と
で
誰
も
が
人
間
ら
し
く

暮
ら
せ
る
社
会
に
向
け
、
国
民

の
怒
り
を
結
集
し
、
権
力
や
国

政
を
私
物
化
す
る
安
倍
政
治
を

終
わ
ら
せ
る
情
勢
認
識
を
共
有

て
お
り
、
２
０
２
０
年
に
県
最

賃
を
１
０
０
０
円
に
す
る
た
め

に
は
、
毎
年
71
円
以
上
の
引
き

上
げ
が
必
要
で
あ
り
、
答
申
額

の
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
て
異

議
申
出
書
を
提
出
し
ま
し
た

が
、
却
下
さ
れ
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
度
運

動
方
針
を
満
場
一
致
の
賛
成
で

採
択
す
る
と
と
も
に
、
山
本
陽

子
執
行
委
員
長
を
先
頭
に
新
た

な
役
員
体
制
を
確
立
し
ま
し

た
。

闘
で
憲
法
改
悪
阻
止
と
安
倍
政

権
打
倒
を
訴
え
ま
し
た
。
集
会

終
了
後
は
、
青
森
市
内
を
パ
レ

ー
ド
し
、
「
共
謀
罪
法
は
い
ま

す
ぐ
廃
止
！
」
「
憲
法
改
悪
絶

対
反
対
！
」
「
世
界
に
誇
れ
る

憲
法
９
条
守
ろ
う
！
」
な
ど
と

コ
ー
ル
し
ま
し
た
。


